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●１１月の雪
１１月であることを忘れる程の大雪。冬用タイヤや衣服など、雪への備えが間に合わ

なかった方も多いのではないでしょうか。しかし、子ども達にとっては「大好きな雪」。
雪が舞う銀世界の園庭で、雪合戦、雪だるま、そり滑りなど、夢中になって遊びました。
また寒い寒い冬がやって参りました。この機会に、雪の対応に
つきまして、改めて以下をご確認ください。

＊スロープ道路につきましてはユンボや除雪機である程度除雪ができるのですが、駐車
場については機械による雪かきが難しく、翌日以降に凍結することが予想されます。
歩行、車の走行ともに十分お気をつけ下さい。

＊大雪の対応として主に以下があります。
・自由登園･･･安全上、園バスが運行できない時。
・臨時休園･･･上記に加え、職員の出勤が困難な時。

＊雪の日の服装につきましては事務連絡欄でも記載しておりますが、今年度から遊びを
充実させるため、防寒具として、ジャンパー、手袋に加え、ズボン、帽子も可能と致
しました。ただし、できるだけ一人で脱ぎ着ができるもの、そしてトイレで脱ぎやす
いものをお願い致します。

●自由保育参観
大勢の保護者の皆さまにご参加頂きました自由保育参観。学年毎に様々な活動があり

ましたが、できるだけ日常のお子様の様子をご理解頂こうという考えから、特に戸外に
おける自由遊びの様子もたくさん時間を設けました。製作などの課題活動におけるお子
様の姿とはまた異なり、自由遊びでは、よりお子様本来の姿を通して、クラスのお友達
との関係性、遊びの傾向、発達の段階など、様々な面をご理解頂けたことと思います。

小学校以降の学習指導要領にあたる「幼稚園教育要領」では、幼稚園は「環境を通し
て行う教育」を基本とし、幼児の自発的な活動としての遊びを中心とした生活を通して、
生涯にわたる人格形成の基礎を培う としています。

一方で、幼児期の教育と小学校教育との円滑な接続が大きな課題になっています。
そこで、平成30年に改訂される幼稚園教育要領では、これまであった、発達における
５つの領域「健康、人間関係、環境、言葉、表現」に加え、「幼児期の終わりまでに育
ってほしい姿」として、以下の１０項目を示すことになりました。

１．健康な心と体 ２．自立心 ３．協同性 ４．道徳性・規範意識の芽生え
５．社会生活との関わり ６．思考力の芽生え ７．自然との関わり・生命尊重
８．数量・図形、文字等への関心・感覚 ９．言葉による伝え合い
１０．豊かな感性と表現

つまり、幼稚園を卒園するまでに育ってほしいとされる具体的な姿です。 しかし、
これらの育成は、個別に取り出されて指導されるものではありません。これまで通り、
幼児の自発的な活動としての遊びを通して育っていくよう、総合的に指導していくもの
です。こうした改訂の流れの中、私ども幼稚園が一層注力しなければならないことは、

目に見える行事や活動の結果・成果以上に、「幼児の自発的な活動としての遊び」の中
に見られる上記１０項目を中心とした1人1人の「学びの過程（習得・活用・探求）」につ
いて、「見る眼」を深めていくということです。そのような意味か
ら、今回は自由遊びにも時間を費やさせて頂きました。日常の遊び
からもお子様の成長を少しでも感じ取って頂けましたら幸いです。

●マラソン
朝晩の冷え込みを感じるようになりました。毎朝の外遊びの中で、マラソンもはじまり
ました。園庭の芝生グランドの周りを音楽に合わせて走ります。速く走ることでは無く、
最後まで止まらずにマイペースに走ることを目標にしています。

子どもは風の子。寒いからといって室内
で縮こまるのでなく、外で遊んだり走り回
ったりすることで、体が温まり、爽快感を
与えます。みんなで一緒に走ることで気持
ちの上で一体感も与えてくれます。年長は
斜面も使ってトレイルランコースを走るよ
うにしていきます。

●毎日のお歌や楽器遊びが、舞台の上での発表活動へと移行していきます。１２月１０
日の音楽会に向け、子どもたちは、お父様、お母様をはじめ、たくさんのお客様に見て、
聴いて頂くことを楽しみに、合唱･合奏に取り組んでいます。音楽会、どうぞお楽しみに。

秋祭り「ゆりかごの自然で思い切り遊ぼう！」
今年度の秋祭りは、収穫際の要素を盛り込みながら、幼稚園で日頃行っている活動紹介、

自然体験、室内の様々なコーナーなどを楽しんで頂きました。Yurinetでご協力頂きました
アンケート調査では、大勢の方に楽しんで頂いたことが分かりましたが、カレー、ラーメ
ンなどの混雑によって、他のコーナーを回りきれなかった･･･等のご意見も頂きました。
開催時刻や出店数なども含め、来年度に向け検討したいと思います。

今回も後援会役員さん、鉄腕クラブの皆さんをはじめ、たくさんの保護者の皆様にご協
力を頂きました。早速「また来年も手伝いたい！」というご意見も頂きうれしい限りです。

保護者や地域の皆様に気軽にご参加頂き、楽しんで頂くことが秋祭りの一番の収穫です。
今後もこうした行事だけでなく、日常的に様々な場面でご参加頂ければ幸いです。どうぞ
よろしくお願い致します。ご協力、ありがとうございました！



いもほり会
今年からお世話になることになった西片倉の中西さんの芋畑。有機栽培で作られたサツ

マイモは味や形は勿論素晴らしいのですが、何より感動したのが土質の良さです。何十年
にもわたり米糠などの堆肥で作られてきた触り心地のよい有機土壌は、掘っている時に、
土の中からアカネズミやオケラが元気に飛び出すほど！それだけ安全な土と言うことです。
広大な畑の道を歩きながら気持ちが安らいだのは職員だけでは無かったはず。子ども達も
きっと心満たされたことでしょう。また来年が楽しみです。（来年は芋のツル返し、草刈
りも行います！）お手伝い頂きましたお父様、お母様、ありがとうございました。

やきいも会
キャンプファイヤーサークルに木材を１時間３０分程燃やし、炭状のおき火ができたと

ころで全園児の芋をのせ、落ち葉やススキをかけ、保温性を高めて蒸し焼きに･･･。
園児薪拾いを手伝いました。３０分から４０分で焼き上がり。大たき火からいもを取り出
す様子を子ども達も真剣に見守りました。「ベニハルカ」という品種。とっても甘い焼き
いもをいただきました！

年長 お米づくり もみすり～精米～おにぎりパーティー
先月脱穀した稲をすり鉢でもみすり、ビンで精米､唐箕（とうみ）で籾殻・糠などを飛ば

し､ようやく白米になりました！地道な活動ですが、一粒一粒のお米の大切さがわかります。
機械を極力使わないで、手作業、或いは伝統的な農耕具を使っておこなってきました。
シンプルな構造、作業が一番子どもに伝わりやすいものです。

そして待ちに待った「おにぎりパーティー」は「青空キッチン」で！ 畑で育てたカブ
を収穫し、鰹節を削り、お味噌汁を作りました。お米は自分たちでといで、釜戸で炊きま
した。ふっくらツヤツヤご飯でおにぎりを二つにぎりました。鮭と昆布！とても美味しく
いただきました。8ヶ月間にわたる稲作、、、よくがんばりました！！

すり鉢とボールでもみすり。ビンで精米。釜戸で炊きあげ、にぎって、できあがり！
★米作りには日本の伝統文化、特に食や自然に対する素晴らしい考え方が沢山つまっています。
例えば、「いただきます」の精神を体験を通して理解することが出来ます。「様々な命に感謝し、自然の恵
みに感謝し、作ってくださった方、お世話になった方々に感謝し、いただきます。」 一粒を育てる大変
さを、子ども達のその手が知っています。一粒も残さないように、おいしく頂きました！

年長 ドングリ拾いと栽培（東北復興プロジェクト）
東日本大震災の津波で失われた森をもう一度・・・。こうした思いで、被災した東北のド
ングリを全国の有志の幼稚園が育てて、また東北の地に定植するという活動を､ＮＰＯ法人
「子どもの森作りネットワーク」と一緒に毎年行っています。この日は「ドングリーズの
ドンちゃん」が森のステージで「ドングリダンス」を教えてくれました！とても覚えやす

い歌と踊りで、年長さんもすぐに踊れるようになりました。その後、ドンちゃんと年長さ
んが園内外の森でドングリ拾いをしました。今年は全国的にドングリが不作ですが、拾っ
たわずかなドングリをドングリ畑に植え、東北の保育園児さんが現地で拾ったドングリは
また別のドングリ畑にドンちゃんと植えました。再来年の春に、育ったドングリ苗を東北
に送って定植して頂きます。 ゆりかごの森のように、元気に育つといいですね。

年少 園外保育
「片倉城跡公園」＆「多摩動物公園」

片倉城址公園ではネイチャービンゴをして公園内で 多摩動物公園ではアジアゾウ､サイ
たくさんの自然発見をしました！ をはじめ沢山の動物を見てきました!

年中 クッキング カボチャのきんちゃく
釜戸のせいろでカボチャをふかしたら、つぶして巾着にしていただきました！

年中 勤労感謝訪問 みなみ野消防署
みなみ野消防署に日頃のお礼と見学に伺いました。防火服を着たり、消防車に乗せて頂い
たり､消火器で消火訓練も！たくさんの貴重な体験をさせて頂き防災意識も高まりました！

年少 麦の種まき 年少さんから勤労感謝

年少さんは棚田の畑に麦の種を蒔きました！
年中さんになったら収穫します！ 調理師､バスの先生､新野さんありがとう！


